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汎用AIがもたらすのは人類滅亡かユートピアか？
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AGI Hub（AGI/ASIの影響を発信・研究）

AI Safety ??? （ミュトス関連の政府系機関）

SciMeta研究会（RSIの研究会，人工知能学会公認）

AGI社会論研究会（理研の教授級の先生らと運営）

医師 → 起業・売却 → 大学 → 行政・起業

内閣官房幹部へRSIについてレクチャー

『サイエンス・オブ・サイエンス』（森北出版）

科学技術政策系EBPMのバイブル和訳

RSIの基礎技術の世界大会を準備中



RSI（Recursive Self-Improvement, 再帰的自己改善）

「再帰的自己改善」：AIが自分自身を改良

ソフトもハードも含む（後者は今回割愛）

他AIの改善も含みがち（最終的にループが戻れば）

「再帰的自己改善」：自己改善の方法自体も自己改善

性能が頭打ちになっても別の方法を試す

≒　際限なくAIが自己改善 🔄









RSIによる（無視できない確率の）リスク①

これらの確率を急上昇 ＆ 制御喪失させ得る



他国に対する圧倒的覇権　and/or　それを予期した先制攻撃

RSIによる（無視できない確率の）リスク②

Chan, Alan, et al. "What if automating AI R&D triggers an intelligence explosion?." arXiv preprint 
arXiv:2609.36054 (2026).
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各国の動向

Ban Artificial Superintelligence Act（米国）
会見にて「RSIが規制対象」と明言
閾値を超える超知能の永久禁止，先進 AI開発の一時停止，国際的な超知能禁止への取り組み

人工智能安全治理框架 3.0（中国）
RSIによる技術的暴走は現実のリスクと認識
多層防御を用いた，人類による常時コントロールの維持や，

制御不能リスクについて定期的検証の義務化

大学やシンクタンクからも，RSIに関する政策提案のレポート複数あり
ケンブリッジ大学，ジョージタウン大学， IFP



地震のように事前準備すべき



RSIの実態

AIエージェントの改善　
AIの組み合わせ方，ツール選定，プロンプトなど

生成AI等の改善
AI自体の構造やパラメータなど

次期AIの開発　
OpenAI等の開発者をAIで置き換えるイメージ

（下に行くほど一般に時間がかかりやすい）
🤖







RSIを目指したAIの実例

🛠

AlphaEvolve (Google DeepMind, ‘25/05)
Geminiを使ったAIエージェントが，Gemini自身の一部を改善

他にもTPUの設計などに実践投入

Darwin Gödel Machine (Sakana AI, ‘25/05)
2週間継続して自己改善

Group-Evolving Agents (カリフォルニア大学, ‘26/02)
人間が設計したAIエージェントを超越

ただし実例を見ても後追いにしかならない







RSIは爆発的となる恐れを否定できず
事前の予測が必要



そもそもAIは際限なく成長



まず人間相当のAIができるのか





人間と同等のAIはいつできる？

最先端のAIが学んだ量

1027
 FLOP [Sevilla+ '22]

GPT-6 Astra
関係者の発言内容などから概算

成人が学んだ量

6.3 ×1026
 FLOP

= 脳の計算速度  1018 FLOP/秒 [AI Impacts '19]

× 20年間 (6.3 × 108 秒)

Sevilla, Jaime, et al. "Compute trends across three eras of machine learning." 2022 international joint conference on neural networks (IJCNN). IEEE, 2022.
“Brain Performance in FLOPS.” AI Impacts, 7 July 2019, aiimpacts.org/brain-performance-in-flops.



長いタスク



自動化できる長さも急増

じきに

8時間分の

タスクを自動化

Kwa, Thomas, et al. "Measuring ai ability 
to complete long tasks." arXiv preprint 
arXiv:2503.14499 (2025).



身体性・空間

















因果



AI開発とは

あらゆる概念の地図を作るようなもの



AIの能力は急速に向上

5年で1000倍

2年で1000倍
との説も
(Anthropic's RSP)



5年前は小学校，それが今や未解決問題



📈

なぜ際限なく成長するのか

ソフトウェア

この世にない問題が苦手になっている  [Goldblum+ 2304.05366]

ハードウェア

何でも計算機になる  [Piccinini 2015]

Goldblum, Micah, et al. "The no free lunch theorem, kolmogorov complexity, and the role of inductive biases in machine 
learning." arXiv preprint arXiv:2304.05366 (2023).
Piccinini, Gualtiero, Physical Computation: A Mechanistic Account (Oxford, 2015; online edn, Oxford Academic, 20 Aug. 
2015), https://doi.org/10.1093/acprof:oso/9780199658855.001.0001, accessed 11 Aug. 2026.







RSIによって更に加速



RSIは今にも始まる可能性



RSIの現状









AIエージェント

なら更に

1年程度前倒し

AI研究開発の進捗



命を賭け，自己改善型超知能へ突き進んでいる (Jacob Coxon)



急激な成長 ≒ 人類滅亡



急激に成長するかは要調査



急上昇するか否かの論点

🍾

（上がっていくのは当たり前で，ボトルネック次第）

● 収穫逓減

● 計算資源

● データ

● 自動化しにくいタスク

● 時間のかかる工程

Chan, Alan, et al. "What if automating AI R&D triggers an intelligence explosion?." arXiv preprint 
arXiv:2609.36054 (2026).



論点①：収穫逓減

🍎

研究開発は難しくなっていく

例：ニュートン力学より量子力学のほうが難しい

AIの進展とどっちが上回るか？

進展のほうが速いという研究結果はあるが，

不確実性が大きい

Anson Ho and Parker Whitfill (2025), "The software intelligence explosion debate 
needs experiments". Published online at epoch.ai. 



論点②：計算資源

AIが大規模化するにつれ，研究開発のための計算資源も上昇

（計算資源 ≒ コンピュータで計算する回数）

どちらが上回るか？

直接的な研究結果はまだないと思われる

理論的にも決着つかず 🖥



よくわからないなら，
とりあえずAI開発停止する？



AI開発停止のリスク（一部）

● むしろ逆に開発再開時に爆発的成長となる恐れ

停止中に基礎技術が蓄積

● （一国の場合）他国に遅れをとる

● （多国の場合）抜け駆けの恐れ

● 管理困難な領域での開発の促進

● 「狼少年」化 ⏸



対策

● （RSIの基礎技術である）AI R&D Automationの進展状況の可視化

● 政策によるRSIの制御

Hardwired Pause（特定AIのみ推論可能なチップ．高有効性かつ現実的）

（性能上限設定，開発環境の隔離など）

● 社会側の事前準備

（AIを用いた防御，重要インフラへの投資など）

● 国家間の協力

（緊急時の対応，相互の検証方法など） ☝
Chan, Alan, et al. "What if automating AI R&D triggers an intelligence explosion?." arXiv preprint 
arXiv:2609.36054 (2026).
Fithian, William, et al. "The Feasibility of a Hardwired Pause of Frontier AI Training." (2026)































AlphaEvolve



Darwin Gödel Machine


